
■計画どおり
進捗

■計画どおり
進捗していな

い

① 組織体制

1 ■ □

　平成27年7月に幹事会、8月に推進会議を開催し、平成27年度の取組み状況を確認したほか、次年度の予算要求も踏まえた事業予定について情
報共有・意見交換をおこなった。また、平成28年1月から3月にかけて推進会議、協議会を開催し、平成27年度の進捗状況の確認等をおこなった。
　

②

1 ■ □

●百舌鳥古墳群及び周辺区域について、世界文化遺産登録も視野に古墳のあるまちとして相応しい景観づくりの一環として、「建築物の高さ」、「建築
物の色彩などの形態意匠」、「屋外広告物の大きさや高さ等」の制限を見直し。

　上記に関する説明会をはじめ、都市計画審議会、景観審議会、屋外広告物審議会、並びに市議会での議論を経て、平成２８年１月から新たな制限
等を開始した。

　○平成２７年  ３月～７月　　 屋外広告物審議会、景観審議会、都市計画審議会を開催
　○平成２７年  ６月　　　　 　　堺市屋外広告物条例の一部改正
　○平成２７年  ９月　 　　　　　堺市景観条例の一部改正、景観計画の告示
　○平成２８年  １月　　　　　 　改正した「堺市屋外広告物条例および堺市景観条例」、並びに景観地区を施行

歴まち計画の円滑な推進に向けた
組織体制に関する取組み

重点区域における良好な景観
を形成する施策

都市計画・景観計画等との連携
および屋外広告物法に基づく施策と
の連携

進行管理総括表（H27年度事業）【①組織体制、②重点区域における良好な景観を形成する施策】

歴まち計画への記載事項 進捗評価

進捗状況
項　　目

資料５－１ 

 ○平成２７年７月２３日 
  堺市歴史的風致維持向上推進会議幹事会 開催 

 ○平成２７年８月１２日 
  堺市歴史的風致維持向上推進会議 開催 

●世界文化遺産登録の目的
世界文化遺産登録は、地球上の貴重な遺産を守り、次世代に継
承するためのものです。日本が世界に誇るべき貴重な歴史遺産
を人類の宝として後世まで末永く守り伝えるため、百舌鳥・古
市古墳群の世界文化遺産登録をめざしています。

●百舌鳥・古市古墳群とは
百舌鳥・古市古墳群には、日本における墳丘の長さのトップテンのうち5基の巨大
前方後円墳が集中しています。また、巨大前方後円墳とその周囲に中小古墳が位置
する様子は、古墳の規模や形状で被葬者の政治的・社会的階層性を示すという日本
独特の古墳造りに特徴付けられた文化を表しています。

屋外広告物に関する制限が変わります。
許可を受けていない広告物は、すみやかに許可申請を行ってください。

改正条例の施行までに許可を受けた広告物であれば、新たな基準に適合しない
場合（既存不適格広告物）についても、経過措置期間などの支援措置が適用さ
れます。（※裏面参照）

世界有数の歴史遺産を受け継ぐ
歴史・文化のまち

百舌鳥
古墳群
周辺地域

落ち着きのある景観で、

「憧れを抱くまち」へ。
本市では、歴史・文化を活かしたまちづくりの推進により、

市民が「誇り」を感じ、全国・世界の人々が「憧れ」を抱くまちの実現をめざ

しています。その取組みの一環として、大阪府、羽曳野市、藤井寺市とともに、

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録の取り組みを進めています。

世界文化遺産のあるまちとしてふさわしいまちなみの形成に向け、範囲を設定

し、建築物の高さや色彩などの形態意匠のほか、いわゆる看板などの屋外広告

物に関する許可基準等を見直しました。

平成28年1月１日より
改正条例の施行

（新たな許可基準の運用開始）

【問合せ先】堺市 建築都市局 都市計画部都市景観室 9:00～17:30（但し、土・日曜日、祝日は除く）

TEL 072-228-7432（直通） FAX 072-228-8468

凡 例

掲出可能な区域

禁止区域
第一種低層住居専用
地域及び風致地区

特別地区の範囲

堺東駅

三国ヶ丘駅

上野芝駅 中百舌鳥駅

禁止区域

広告景観特別地区(百舌鳥古墳群周辺地域)

百舌鳥第２種特別地区における概略図百舌鳥第１種特別地区における概略図

広告景観特別地区（百舌鳥古墳群周辺地域）における屋外広告物の制限
～ 地区の範囲、屋外広告物許可基準等 ～

●巨大前方後円墳とその周囲の中小古墳を囲む範囲とします。（※下図参照）

改正条例施行後、最初の更新許可は可能です（許可日より３年間）。
また、改修、移転又は除却が容易でないと認められる広告物については、改修計画書が提
出され、相当と認められる場合に限り、経過措置期間を延長する場合があります。

●補助金制度の利用： 平成28年度～平成30年度までを実施期間とし、屋上広告物の撤去、並びに自立広告物の撤
去・改修に対し、費用の一部を予算の範囲内において補助する制度を検討中です。

●経過措置期間の適用：

●上記の特別地区内における許可基準は以下の通りです。

既存不適格広告物への支援 (既存不適格広告物：許可を受けている広告物のうち、新たな基準に適合しなくなる広告物)

屋外広告物の許可基準

広告景観特別地区（百舌鳥古墳群周辺地域）の範囲

百舌鳥第２種
特別地区

百舌鳥第１種
特別地区

百舌鳥第1種特別地区
百舌鳥第2種特別地区

1敷地あたりの
表示面積の合計は10m2以内

1表示面につき5m2以内
かつ総面積10m2以内

取り付け壁面の
3分の1以内

1敷地あたり2個以内
（自立広告塔）

6m
以内

6m
以内

取り付け壁面の
3分の1以内

1表示面につき10m2以内
かつ総面積20m2以内

1敷地あたり
2個以内
（自立広告塔）

10m
以内

Aランクの資材のみ使用。印刷用の紙にリサイクルできます。

   百舌鳥古墳群周辺地域における屋外広告物の制限に関する案内チラシ 


